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設 立 趣 旨 

 

令和６年３月の北陸新幹線福井・敦賀開業を契機に、福井市の中心

市街地である中央 1 丁目エリアでは再開発が進み、人の流れや都市機

能に変化が生じている。今後の課題は、この変化を一過性の活況で終

わらせることなく、エリアとしての価値向上につなげ、継続的に更新

していく仕組みを構築することである。 

 

また、福井市が改定した「都市計画マスタープラン」においては、

従来の「中心市街地」に加え、新たに福井駅東口周辺や、足羽川、足

羽山周辺を含めたエリアをにぎわいと交流の新たな拠点として「都心

部」と定めたところである。 

 

こうした中、中央 1 丁目に関わる地権者、事業者および居住者等が

主体となり、エリアの将来像を共有し、課題の抽出から各々が取り組

むべき具体的な施策の立案・実現までを一体的に協議する組織として、

「福井市中央 1丁目エリアマネジメント協議会」を設立する。 

 

本協議会は、地権者、事業者および居住者が対象エリアの持続的な

にぎわいのために必要な施策を自ら立案および実現することを前提に、

そのために必要な情報共有や行政その他関係機関との連携および協力

を行うことを目的とする。商業・居住・教育など多様な機能が集積す

る当エリアの特性を踏まえ、エリア全体の価値最大化を目的に連携・

調整を行うプラットフォームとして機能し、中央 1丁目が都心部の中

核として選ばれ続けるエリアとなることを目指す。 
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令和７年度 重点提案・要望について 

 

１ 持続的なにぎわい創生のための環境整備 

令和８年度を期限とする県都まちなか再生ファンド事業は、福井市

中央１丁目を始め、対象エリアにおける積極的な⺠間投資に繋がって

いる一方、大型の事業を中心に期限までの申請が間に合わない案件や

事業検討箇所が対象エリアに含まれていない案件もあると聞きます。 

このため、にぎわい創生のための環境整備を令和９年度以降も切れ

目なく実現すべく、県都まちなか再生ファンド事業の後継となる補助

メニューを新設するとともに、対象となるエリアや事業内容について

地域の実情を十分勘案し、地元関係者が主体的に目指す将来像に即し

た支援内容となることを要望いたします。 

あわせて、まちなかへの来街を支える基盤として、来街者向け駐車

場の確保や円滑な交通動線の形成、公共交通の利便性向上、アクセス

環境の整備、また都心部の就業者・居住者が必要とする車両利用環境

についても、一体的に配慮されるよう要望いたします。 

 

２ 消費行動の促進と経済活動の活性化 

昭和３年（１９２８年）のだるま屋百貨店の開店以来１００年近

く、福井市中央１丁目エリアは福井市のみならず県内随一の商業地と

して地域経済の発展に寄与してきましたが、近年は、郊外店舗の発展

等、消費者の選択肢が分散し、厳しい経営環境となっています。 



こうした中、今年度、福井駅前商店街振興組合を中心に中心市街地

エリア全体で小規模店舗と大規模商業施設が連携して共同販促を行う

「ふくトク」事業を始めたところであり、現在、公式 LINE の登録者

は１７，０００人を超えています。 

これからも地元のお客様に選ばれる、より一層魅力ある買物エリア

を目指し、まちなかの回遊性を高め消費循環を加速させる施策等を持

続的に推進するため、「ふくトク」事業への支援を要望いたします。 

 

３ 地域経済における恐⻯ブランドの活用 

北陸新幹線の開業に合わせ県や市により福井駅前に多数の恐⻯モニ

ュメント等が設置されたこともあり、福井の恐⻯ブランドは全国的に

も認知度が高まっています。 

⼀⽅、恐⻯ブランドを活用し地域経済の活性化につなげる⺠間主体

の動きはまだまだ弱いのが現状です。 

恐⻯ブランドを単に観光資源として活用するだけでなく、来街者の

回遊や滞在による消費喚起につなげるため、福井市中央１丁目エリア

を中心に恐⻯をテーマとした空間的な魅力形成の方向性について検討

を進めるとともに、⺠間主導による恐⻯関連コンテンツの創出や展開

を後押しする支援制度の充実を要望いたします。 

 

４ アリーナ整備と地域経済の連動強化 

現在、福井商工会議所を中心に検討が進められているアリーナ整備

は、新たな来街機会の創出と都市の集客機能向上に寄与するものと期

待しております。 



一方で、その効果を地域経済の活性化やまちのにぎわいへ波及させ

るためには、整備前の段階から官⺠連携による受け皿づくりを進める

ことが重要であると考えます。 

こうした観点から、来訪者の回遊、滞在、消費行動につながる環境

形成について、エリアマネジメントの観点を踏まえた協議の場の構築

および連携体制の整備を要望いたします。 

 

５ 安心して暮らせる住環境や生活利便性の充実 

北陸新幹線の開業を契機として福井市中央１丁目エリアを中心に多

くのマンションが建設されており、商業地としてのみならず居住地と

してのエリアマネジメントも重要な課題となっています。 

防犯体制の強化や違法駐輪の防止など安心して暮らせる住環境を守

るための取組を進めるとともに、⻑年の課題となっているスーパーマ

ーケットをはじめとした生活用品を購入できる店舗の誘致につながる

支援策の検討を要望いたします。 


